
　再犯防止の取り組みは、三重刑務所、津少年鑑
別所、津保護観察所といった国や県の公的機関の
ほか、保護司、更生保護女性会、BBS会、協力雇用
主などの民間協力者により支えられています。
　安全・安心に暮らすことができる社会の実現の
ためには、罪を償い再出発しようとしている人を地

域で支える「更生保護」が重要になります。必要
とされる支援を受けられずに再犯や再非行を重ね
ることがないよう、さまざまな立場から見守り、
更生を支援する「更生保護ボランティア」の活動
にご理解・ご協力をお願いします。

「津市再犯防止推進計画」の基本方針
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更生保護のため、津市で活動されている皆さん
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　全国の刑法犯検挙者数は、平成16年をピークに
16年連続で減少する一方で、検挙人員に占める再
犯者の人員の比率は４割を超え続けています(平成
期)。安全・安心に暮らせる社会を実現するため、
再犯防止対策に係る効果的な取り組みを推進する
ことを目的に、平成28年12月に「再犯の防止等の
推進に関する法律」が施行されました。
　津市でも、令和４年３月に「津市再犯防止推進
計画」を策定しました。犯罪をした人が再び罪を
犯すことなく、円滑に社会の一員として復帰・再

出発できるよう、津市が取り組む施策の方向性を
示しています。
　犯罪をした人の多くが、安定した職業に就くこ
とや住居を確保することができないなどの理由に
より、円滑な社会復帰が困難な状況にあります。
立ち直ろうとする人を支え、地域で生
活する誰もが安心して暮らすことがで
きる社会の実現に向けて、以下に示す
基本方針の下、関係機関・団体等と連
携を図りながら取り組んでいきます。
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